
49　南山進流の系譜における覚証院様と東南院様の正傍について（渕田）

南
山
進
流
の
系
譜
に
お
け
る
覚
証
院
様
と
東
南
院
様
の
正
傍
に
つ
い
て

渕
田　

雲
渓　
　

は
じ
め
に

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
に
お
い
て
は
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
「
南
山
進
流
声
明
研
究
会
」
と
し
て
高
野
山
に
お
け
る
声
明
「
南
山
進
流
」
の

研
鑽
事
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
高
野
山
真
言
宗
を
中
心
と
し
て
現
在
お
唱
え
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
声
明
の
曲
、
そ
の
博
士
は
時
代
と
と
も

に
、
ま
た
相
承
の
流
々
に
よ
っ
て
一
定
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
近
世
に
お
け
る
高
野
山
真
言
宗
で
は
鎌
田
観
応
座

主
の
発
願
に
よ
っ
て
、
大
正
九
年
に
「
声
明
講
究
会
」
な
る
も
の
が
七
月
二
十
六
日
よ
り
八
月
四
日
ま
で
の
十
日
間
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
大
師
教
会
に

お
い
て
催
さ
れ
、
高
野
山
南
山
進
流
に
お
い
て
相
承
さ
れ
て
い
る
各
師
の
声
明
博
士
の
一
揆
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
山
公
淳
師
（
一
八
九
五

～
一
九
九
二
）
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
「
声
明
講
究
会
の
記
」
1

に
よ
れ
ば
、
そ
の
講
究
会
に
お
い
て
は
、
高
野
山
の
宮
野
宥
智
師
（
一
八
六
三
～

一
九
四
六
）、
関
口
慈
暁
師
（
一
八
七
一
～
一
九
三
二
）、
淡
路
の
松
帆
諦
円
師
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
九
）、
阿
波
の
真
鍋
戒
善
師
（
？
～
一
九
五
五
）、

備
後
の
高
橋
円
隆
師
（
一
八
九
二
～
一
九
六
五
）、
京
都
大
学
の
鈴
木
智
弁
師
（
一
八
七
四
～
一
九
六
七
）
の
六
名
に
依
頼
が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当

日
は
宮
野
師
を
座
長
と
し
、
関
口
師
と
福
井
の
山
田
覚
初
師
の
二
人
を
副
座
長
と
し
て
会
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
十
日
間
全
員
が
揃
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
出
席
者
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
更
に
は
先
に
挙
げ
た
諸
師
以
外
に
も
高
野
山
遍
照
光
院
法
性
前
官
や
大
乗
院
松
橋

慈
照
前
官
な
ど
の
臨
席
、
並
び
に
発
言
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
代
の
達
人
が
一
堂
に
会
し
て
の
校
合
が
行
わ
れ
、
先
述
の
と
お
り

大
山
師
が
そ
の
記
録
に
当
た
ら
れ
た
。
そ
こ
で
の
南
山
進
流
に
お
け
る
声
明
の
一
揆
は
、
以
降
発
刊
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
法
要
の
法
則
、
経
本
等
に
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
南
山
進
流
に
お
い
て
は
、
古
来
よ
り
覚
証
院
様
と
東
南
院
様
と
い
う
両
様
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
既
知
の
こ
と
で
あ
る
。
両
様
の
差
異
に
つ

い
て
は
、
口
誦
の
相
伝
で
あ
る
の
で
現
在
は
っ
き
り
と
断
言
出
来
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
一
例
と
し
て
藤
原
栄
善
師
は
『
高
野
山
時
報
』
に
「
南
山
進
流

声
明
物
語　

そ
の
二
」
2

を
寄
稿
さ
れ
、
そ
の
差
異
数
ケ
所
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
の
両
様
の
印
信
血
脈
と
な
る
と
現
在
に
伝
わ
る
も
の
は
高
野
山
親
王
院
の
先
住
で
あ
る
中
川
善
教
前
官
御
房

（
一
九
〇
七
～
一
九
九
〇
）
所
伝
の
も
の
、
あ
る
い
は
徳
島
の
吉
田
寛
如
師
（
一
九
一
二
～
？
）
所
伝
の
も
の
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
川
師
に
よ
れ

ば
そ
の
所
伝
は
東
南
院
様
で
、
三
宝
院
深
敬
上
綱
に
師
事
さ
れ
た
真
鍋
師
を
し
て
覚
証
院
様
の
相
伝
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
聞
い

て
い
た
が
、
そ
の
相
承
に
つ
い
て
は
師
資
相
承
で
あ
る
た
め
長
く
疑
う
こ
と
す
ら
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
実
際
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
東
南
院
様
も
早
く
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
。

弘
法
大
師
以
来
、
我
が
宗
に
あ
っ
て
は
伝
授
に
至
っ
て
は
面
授
が
尊
ば
れ
る
が
、
声
明
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
り
師
伝
や
口
伝
が
重
ん
じ
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
態
度
は
伝
統
を
重
ん
じ
、
伝
え
る
一
方
で
、
誤
解
や
錯
誤
を
生
み
出
す
一
因
と
な
っ
た
。
岩
原
諦
信
師
（
一
八
八
三
～
一
九
六
五
）
は
『
南

山
進
流　

声
明
の
研
究
』
の
中
で
、

も
し
そ
れ
が
不
合
理
の
師
伝
、
口
伝
で
あ
っ
て
も
尚
且
つ
違
背
で
き
な
い
と
い
う
な
ら
ば
声
明
の
研
究
は
不
可
能
で
あ
る
。・
・
・（
略
）・
・
・
正
し

い
口
伝
と
誤
っ
た
口
伝
と
誤
解
さ
れ
た
口
伝
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

師
伝
口
伝
に
絶
対
無
条
件
で
服
従
す
る
か
。

師
伝
口
伝
の
外
に
立
っ
て
、
全
く
新
し
い
道
を
開
い
て
進
む
か
。

出
来
る
だ
け
師
伝
口
伝
を
尊
重
す
る
が
、
全
然
不
合
理
な
も
の
は
捨
つ
る
に
憚
ら
な
い
。
か
で
あ
る
。

私
は
第
三
の
態
度
を
以
っ
て
進
み
た
い
と
思
う
。
3

と
さ
れ
、
現
在
唱
え
ら
れ
る
南
山
進
流
の
声
明
が
、
師
伝
や
口
伝
の
名
の
も
と
に
誤
っ
て
流
伝
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
正
し
い
も

の
に
回
帰
す
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。

こ
こ
で
は
南
山
進
流
の
相
承
を
見
直
し
、
現
在
残
さ
れ
る
中
川
師
所
伝
の
東
南
院
様
と
さ
れ
る
「
声
明
業
血
脈
」
や
吉
田
師
所
伝
の
「
声
明
業
血
脈
」

に
つ
い
て
一
考
を
加
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
、
南
山
進
流
声
明
の
展
開
と
魚
山

　
　
（
一
）、
南
山
進
流
に
つ
い
て

我
が
宗
に
お
け
る
声
明
は
弘
法
大
師
以
降
、
各
山
の
分
派
に
従
っ
て
各
流
に
分
か
れ
て
い
た
。
慈
鏡
（
一
三
六
九
～
？
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
声
明

声
決
書
（
以
降
、『
声
決
書
』）』
4

に
よ
れ
ば
久
安
年
中
に
御
室
の
覚
性
法
親
王
（
一
一
二
九
～
一
一
六
九
）
は
仁
和
寺
大
聖
院
の
御
所
に
各
流
の
声
明
の

達
人
十
五
人
を
召
し
、
七
十
三
ヶ
日
も
の
時
間
を
か
け
て
そ
の
校
合
法
談
を
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
流
相
対
し
て
い
た
も
の
が
、
進
流
、
相
応
院

流
、
醍
醐
流
の
三
流
に
整
理
さ
れ
た
。
た
だ
し
相
応
院
流
は
本
相
応
院
流
と
新
相
応
院
流
と
を
分
か
つ
と
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
観
験
上
人
（
生
没
不
明
）

5

が
進
流
を
、
定
遍
上
人
（
一
一
三
二
～
一
一
八
五
）
は
醍
醐
流
を
、
そ
し
て
覚
性
法
親
王
が
本
相
応
院
流
、
能
覚
法
印
（
一
一
一
七
～
一
一
八
二
）
が

新
相
応
院
流
（
西
方
院
流
）
を
司
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
進
流
こ
そ
が
現
在
高
野
山
等
に
お
い
て
相
承
さ
れ
る
南
山
進
流
の
源
流
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
先
の
観
験
は
紀
伊
上
人
と
号
し
、
中
川
大
進
上
人
宗

観
（
生
没
不
明
）
の
弟
子
で
あ
る
。
つ
ま
り
進
流
と
は
大
進
上
人
の
法
流
と
い
う
意
味
を
示
し
て
い
る
。
宗
観
は
大
和
国
中
川
寺
成
身
院
の
中
川
実
範
（
？

～
一
一
四
四
）
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
実
範
は
高
野
山
中
院
の
明
算
（
一
〇
二
一
～
一
一
〇
六
）
の
弟
子
で
あ
る
。

そ
の
宗
観
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
慈
業
上
人
（
生
没
不
明
）
の
頃
、
高
野
山
に
は
三
宝
院
勝
心
（
生
没
不
明
）
が
あ
っ
て
寺
務
検
校
に
昇
補
し
、
嘉
禎
三

年
（
一
二
三
七
）
に
は
高
野
山
大
門
の
造
営
、
金
剛
力
士
像
の
造
立
に
お
い
て
導
師
を
務
め
て
い
る
。『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば

昔
三
宝
院
の
権
律
師
勝
心
乞
書
を
中
川
寺
に
送
っ
て
曰
く
・
・
・（
略
）・
・
・
爾
る
に
高
野
山
未
だ
一
流
司
分
に
預
か
ら
ず
。
殊
に
当
山
は
高
祖
入

定
の
霊
峯
に
し
て
密
乗
声
明
の
二
種
に
お
い
て
は
一
流
の
本
源
を
司
っ
て
群
生
を
度
す
べ
き
憤
り
あ
り
。
然
る
に
密
法
は
昔
中
院
御
房
明
算
当
山
の

密
乗
に
興
せ
ん
よ
り
以
来
真
言
秘
法
に
お
い
て
一
流
の
旨
之
有
り
。
声
明
を
司
る
こ
と
未
だ
之
有
ら
ず
。
願
わ
く
は
進
上
人
の
声
明
を
以
て
当
山
を

本
所
と
為
せ
。
余
芳
を
後
世
に
施
し
て
有
情
の
塵
垢
を
清
め
ん
な
り
。
6

と
し
て
勝
心
阿
闍
梨
は
、
弘
法
大
師
ご
入
定
の
霊
峰
で
あ
る
高
野
山
に
声
明
の
本
流
が
相
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
憐
れ
ん
で
、
進
流
の
本
所
を
高
野
山
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に
移
す
よ
う
中
川
寺
に
乞
う
た
と
さ
れ
る
。

慈
業
上
人
は
そ
の
書
を
受
け
て
真
言
各
山
に
意
見
を
求
め
た
。
各
山
は
勝
心
の
乞
い
に
異
論
を
挿
ま
な
か
っ
た
た
め
、
慈
業
は
承
諾
の
書
を
送
る
と
と

も
に
高
野
山
へ
と
登
山
し
て
進
流
を
伝
え
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
進
流
は
、
高
野
山
を
本
所
と
し
た
南
山
進
流
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

勝
心
阿
闍
梨
の
後
は
定
蓮
房
憲
海
（
生
没
不
明
）、
三
宝
院
源
真
（
生
没
不
明
）
と
伝
え
、
源
真
の
後
に
東
南
院
剣
海
（
生
没
不
明
）
が
出
て
、
そ
の
法

脈
を
東
南
院
様
と
呼
ん
だ
。
一
方
で
憲
海
の
正
嫡
と
な
っ
た
般
若
房
定
意
（
後
に
龍
剣
・
生
没
不
明
）
の
孫
弟
子
に
覚
証
院
覚
暁
（
後
に
隆
然
、生
没
不
明
）

が
出
て
大
い
に
そ
の
法
流
を
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
覚
証
院
様
と
す
る
。
加
え
て
憲
海
の
孫
弟
子
に
は
金
剛
三
昧
院
の
証
蓮
房
覚
意（
一
二
三
七

～
？
）
も
お
り
、
金
剛
三
昧
院
様
を
名
乗
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
南
山
進
流
は
三
様
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
覚
意
は
五
音
の
博
士
図
を
考

案
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら
を
用
い
た
の
は
先
の
覚
証
院
隆
然
で
あ
っ
て
、い
つ
し
か
金
剛
三
昧
様
は
覚
証
院
様
に
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
南
院
様
は
剣
海
の
資
に
細
谷
の
覚
照
房
恵
海
（
生
没
不
明
）
が
あ
っ
た
が
、
東
南
院
を
継
い
だ
の
は
了
栄
房
剣
忠
（
生
没
不
明
）
7

で
あ
っ
た
。
そ

の
剣
忠
は
声
明
の
研
鑽
を
怠
っ
て
い
た
が
、
師
の
入
滅
後
よ
う
や
く
志
を
興
し
覚
証
院
の
隆
然
に
師
事
し
た
。
し
か
し
剣
忠
は

短
息
に
し
て
長
き
博
士
に
煩
い
、
声
強
く
し
て
無
窮
な
ら
ず
。
8

と
さ
れ
る
と
お
り
印
可
を
受
け
る
程
の
器
量
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
師
で
あ
る
隆
然
に
対
し
て
給
仕
篤
く
、
よ
う
や
く
隆
然
は
そ
の
姿
に
心
を
動

か
さ
れ
、
遂
に
は
覚
証
院
様
の
尽
奥
を
伝
え
た
。
さ
れ
ど
剣
忠
は
隆
然
の
滅
後
、

覚
証
院
に
お
い
て
声
明
の
大
事
之
を
相
伝
す
。
9

と
自
ら
讃
じ
て
、
東
南
院
に
戻
っ
て
法
流
を
広
め
よ
う
と
し
た
た
め
「
非
節
の
博
士
」
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
『
声
決
書
』
に
は

彼
の
諸
弟
子
非
節
の
博
士
を
伝
え
て
東
南
院
様
と
名
づ
け
て
之
を
稟
承
し
伝
来
し
て
今
に
絶
え
ず
。
当
院
家
の
声
明
本
よ
り
余
流
に
替
れ
り
。
1
0
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と
し
て
、
剣
忠
以
降
の
東
南
院
様
は
「
非
節
」
と
し
て
、
相
伝
さ
れ
る
も
の
の
南
山
進
流
の
主
流
は
覚
証
院
様
に
移
っ
た
と
し
、
い
わ
ば
覚
証
院
様
を
し

て
南
山
進
流
の
本
流
と
し
、
東
南
院
様
を
も
っ
て
傍
流
と
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
『
密
教
大
辞
典
』
の
巻
末
に
ひ
く
「
声
明
相
承
」
1
1

に
よ
れ
ば
『
声
決
書
』
を
著
述
し
て
い
る
慈
鏡
の
名
前
の
傍
ら
に
「
東
南
院
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
一
見
す
る
と
慈
鏡
が
東
南
院
に
属
し
て
い
た
か
に
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
「
東
南
院
」
の
記
載
は
上
段
の
剣
忠
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
然
『
析
負
輯
』
等
に
お
い
て
も
東
南
院
の
過
去
帳
に
慈
鏡
の
名

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
剣
忠
を
経
て
慈
鏡
の
頃
、『
声
明
声
決
書
』
が
書
か
れ
る
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
頃
ま
で
に
は
既
に
、
東
南
院
様
も
覚
証
院
様
も
法

流
に
多
少
の
混
交
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
し
て
や
剣
海
よ
り
の
純
粋
な
東
南
院
様
は
、
既
に
次
の
剣
忠
の
代
に
は
途
絶
え
、
隆
然
に
師
事

し
た
剣
忠
に
よ
る
新
し
い
東
南
院
様
に
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
二
）、
魚
山
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
声
明
に
お
い
て
、
そ
の
声
明
集
を
広
く
「
魚
山
」
と
称
す
。『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば
、

夫
れ
梵
曲
音
律
其
れ
尋
ね
れ
ば
、
昔
釈
尊
是
法
を
以
て
優
婆
梨
尊
者
に
付
属
す
。
黄
金
端
正
の
聖
容
終
に
金
棺
の
底
に
入
っ
て
後
に
魚
山
に
帰
す
。

音
法
を
紹
隆
し
広
く
人
天
に
度
す
。
其
の
後
大
唐
の
陳
思
王
印
度
に
渡
っ
て
魚
山
に
入
っ
て
梵
王
の
妙
曲
を
感
ぜ
し
よ
り
震
旦
専
ら
声
韻
を
以
て
化

導
の
随
一
と
す
。
1
2

と
し
て
い
る
と
お
り
、
釈
尊
の
入
滅
後
に
優
婆
梨
尊
者
が
魚
山
に
入
り
、
音
曲
を
も
っ
て
法
を
広
め
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
唐
の
陳
思
王
が
イ
ン
ド
に
渡
っ

て
魚
山
に
入
り
、
そ
の
音
曲
を
も
っ
て
専
ら
化
導
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
我
が
国
に
お
い
て
は
、
京
都
の
大
原
に
魚
山
と
い
う
地
名
が
あ
っ
て
、
そ
の
傍
ら
を
呂
川
と
律
川
が
流
れ
、
大
原
の
良
忍
（
生
没
不
明
）
は
そ
の
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呂
律
各
々
の
川
の
水
の
響
き
に
合
わ
せ
て
呂
律
の
曲
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
伝
承
よ
り
広
く
声
明
集
を
「
魚
山
」
と
呼
ん
で
い
る
。
我
が
真
言
衆
に
お
い
て
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
二
階
堂
長

恵
（
一
四
五
八
～
一
五
二
四
）
に
よ
っ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
撰
集
さ
れ
、
以
降
数
度
に
わ
た
り
校
合
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
因
み
に

そ
の
名
称
は
、
弘
法
大
師
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
第
六
「
右
将
軍
良
納
言
為
開
符
儀
同
三
司
左
僕
射
設
大
祥
斎
願
文
」
に
お
け
る

方
丈
の
草
堂
は
法
界
を
呑
ん
で
蠆
芥
し
、
花
山
の
松
林
は
宝
樹
に
変
じ
て
刹
説
の
如
く
な
り
。
梵
曲
は
魚
山
の
如
く
、
綿
花
は
龍
渕
の
如
し
1
3

に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
梵
曲
の
瑞
響
は
魚
山
に
由
来
し
、
そ
れ
を
数
多
に
収
録
し
た
と
い
う
意
味
合
い
と
な
ろ
う
。

葦
原
寂
照
師
（
一
八
三
三
～
一
九
一
三
）
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
三
）
に
発
刊
し
た
『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
（
以
降
、『
明
治
魚
山
』）』

1
4

に
は
『
譜
博
士
魚
山
』・『
覚
膮
魚
山
』
二
巻
・『
長
恵
魚
山
』
三
巻
・『
朝
意
魚
山
』
三
巻
・『
冠
註
魚
山
』・『
明
応
魚
山
』・『
横
本
魚
山
』・『
天
文
魚
山
』・

『
正
保
魚
山
』・『
進
流
魚
山
』・『
慶
安
魚
山
』・『
天
和
魚
山
』・『
貞
享
魚
山
』・『
正
徳
魚
山
』
等
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
岩
原

師
や
大
山
師
の
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
を
省
く
。
1
5

先
に
も
挙
げ
た
と
お
り
長
恵
は
明
応
五
年
に
、
表
題
は
『
声
名
集
』、
終
わ
り
に
「
魚
山
蠆
芥
乙
」
と
名
付
け
た
魚
山
を
著
し
た
。「
乙
」
の
と
お
り
、

元
は
甲
乙
二
巻
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
正
保
三
年
（
一
六
四
七
）
に
な
っ
て
長
恵
の
『
声
名
集
』
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
し
て
刊
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
正
保
版
で
あ
る
か
ら
『
正
保
魚
山
』
と
さ
れ
、そ
の
後
、再
版
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
新
義
方
に
も
『
天
和
魚
山
』

や
『
貞
享
魚
山
』
な
ど
が
競
っ
て
著
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高
野
山
に
あ
っ
て
は
、寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
先
の
『
正
保
魚
山
』
を
底
本
と
し
て
『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
（
以
降
、『
寛
保
魚
山
』）』

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
普
門
院
理
峯
（
一
六
七
七
～
一
七
五
八
）
が
成
蓮
院
真
源
（
一
六
九
〇
～
一
七
五
八
）
と
と
も
に
、「
御
影
供
合
刹
」
の
印
行
し

併
せ
て
「
阿
弥
陀
讃
」
に
博
士
を
付
し
て
発
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
阿
弥
陀
讃
」
に
つ
い
て
は
、本
来
そ
の
博
士
を
伝
え
る
の
は
相
応
院
流
で
あ
っ

て
南
山
進
流
に
は
博
士
が
無
い
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
弘
法
大
師
御
入
定
千
年
を
記
念
し
て
『
天
保
魚
山
（「
声
明
正
律
」）』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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加
え
て
、
明
治
二
十
五
年
に
は
先
述
の
と
お
り
寂
照
師
の
校
訂
に
よ
り
『
明
治
魚
山
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
寛
保
魚
山
』
の
発
刊
よ
り
百
五
十

年
を
以
て
、
新
た
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
声
明
講
究
会
を
経
て
後
、昭
和
五
年
に
は
宮
野
宥
智
師
に
よ
っ
て
『
南
山
進
流　

声
明
類
聚　

付
伽
陀
（
以
降
、『
声
明
類
聚
』）』
1
6

が
発
刊
さ
れ
、

こ
れ
は
現
在
も
尚
、
声
明
を
修
練
す
る
う
え
で
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
確
認
で
き
得
た
両
様
の
口
伝

こ
こ
で
は
数
点
の
口
決
書
、並
び
に
声
明
講
究
会
の
記
録
を
も
と
に
現
在
確
認
で
き
得
る
覚
証
院
様
と
東
南
院
様
と
の
口
決
を
考
察
す
る
。あ
く
ま
で
も
、

こ
こ
に
挙
げ
る
も
の
は
口
決
で
あ
っ
て
現
在
唱
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
多
少
相
違
が
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
先
述
の
如
く
藤
原
師
も
そ
の
報
告
を
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
師
は
『
文
明
記
』
1
7
『
声
明
集
私
案
記
』
1
8・『
魚
山
私
鈔
略
解
』
1
9・『
声

明
聞
書
』
2
0
・『
寛
保
魚
山
』・「
声
明
講
究
会
の
記
」
に
記
さ
れ
た
も
の
を
報
告
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
更
に
数
本
の
『
寛
保
魚
山
』

に
加
え『
明
治
魚
山
』を
も
加
え
て
校
合
を
試
み
た
。
た
だ
し
、挙
げ
る
順
番
は『
声
明
類
聚
』の
曲
順
に
従
っ
た
。
並
び
に
、掲
載
の
博
士
等
は
同
じ
く『
声

明
類
聚
』
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

＊
「
三
礼
」
の
「
自
帰
依
僧
」

『
声
明
聞
書
』　　
　
　
　
　

　

自
帰
依
僧
の
僧
の
三
礼
あ
り
。
徴
を
由
る
一
説
覚
証
院
の
様
な
り
2
1
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＊
「
散
華
初
段
」
の
「
道
」
等
、
ユ
リ
カ
ケ
で
の
仮
名
合
わ
せ

声
明
講
究
会　

真
鍋
戒
善
師

　

ユ
リ
カ
ケ
て
ウ
に
う
つ
る
は
東
南
院
の
伝
に
し
て
、
そ
の
末
に
ウ
に
う
つ
る
は
覚
証
院
の
伝
…
（
略
）
…
こ
れ
を
図
示
せ
ば

　

の
音
あ
る
も
の
と
、

と
な
る
も
の
と
で
あ
る
2
2

＊
「
散
華　

大
日
」
の
「
盧
」・「
散
華　

回
向
句
」
の
「
功
」

声
明
講
究
会　

真
鍋
師

「
盧
」
の
字
の

と
あ
る
第
二
の
角
の
ユ
リ
に

の
如
く
次
第
に
小
さ
く
な
る
も
の
と
、

の
如
く

前
後
均
等
な
る
も
の
と
の
両
伝
あ
り
、
覚
証
院
、
東
南
院
の
両
伝
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
近

年
は
そ
の
相
伝
を
失
っ
て
…
。
2
3

＊
「
散
華　

大
日
」
の
「
業
」

『
文
明
記
』

カ
ナ
は
二
番
目
の
徴
の
中
に
成
し
て
徴
を
ユ
ラ
ユ
ラ
と
ユ
リ
重
ね
て
後
の
徴
は
ユ
ラ
ず
し
て
末
少
し
ソ
リ
て
角
に
下
る
云
々
こ
の
博

士
の
徴
徴
の
間
を
ソ
リ
重
ね
る
は
東
南
院
な
り
。
当
流
は
ユ
リ
重
ね
る
。
2
4
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＊
「
梵
音
」
の
「
勝
」

『
声
明
集
私
案
記
』

三
つ
カ
ナ
に
成
す
る
な
り
。
商
を
ソ
ラ
し
て
宮
へ
下
げ
て
宮
の
中
に
て
カ
ナ
を
成
し
て
後
に
ユ
リ
。
下
の
羽
へ
ユ
リ
下
げ
て
少

し
ソ
ラ
し
て
又
羽
を
重
ね
て
末
の
羽
は
先
の
羽
よ
り
は
少
し
ソ
ラ
し
す
ま
す
。
但
し
ツ
キ
離
れ
ず
。
又
ツ
キ
は
な
し
て
も
す
る

な
り
。
覚
証
院
に
は
切
も
す
。
東
南
院
に
は
ハ
ネ
と
も
す
。
2
5

『
文
明
記
』

三
つ
カ
ナ
な
り
。
商
ソ
ラ
し
て
宮
に
下
げ
宮
の
中
に
カ
ナ
を
成
し
て
、
ユ
リ
ソ
ラ
し
て
下
の
羽
へ
ユ
リ
折
る
。
少
し
ソ
ル
。
亦

羽
を
重
ね
て
声
を
切
ら
ず
し
て
柔
和
に
重
ね
る
な
り
。
此
の
二
の
羽
の
曲
突
き
離
れ
て
重
ね
る
は
東
南
院
方
な
り
。
当
流
に
は

ヒ
ネ
リ
重
ね
る
と
云
う
な
り
。
但
し
当
流
に
も
羽
を
突
き
離
つ
様
（
ひ
）
あ
り
と
云
々
2
6

＊
「
梵
音
」
の
「
方
」・「
供
」・「
相
」

『
声
明
集
私
案
記
』

律
の
声
明
に
は
多
分
に
商
を
ソ
ラ
す
。
又
ソ
ラ
さ
ぬ
処
も
有
り
。
但
し
東
南
院
に
は
十
方
の
方
、
供
養
の
供
、
色

相
の
相
、
此
れ
等
の
本
の
二
の
徴
を
ば
先
の
徴
を
ば
由
ら
ず
前
の
方
等
の
末
な
る
商
を
も
ソ
ラ
さ
ざ
る
な
り
。
こ

れ
東
南
院
様
な
り
。
2
7

＊
「
梵
音
」
の
「
方
」

『
文
明
記
』

徴
は
二
つ
乍
ら
ユ
リ
重
ぬ
。
カ
ナ
は
本
の
徴
の
中
に
成
す
。
さ
て
本
の
徴
を
ユ
ラ
さ
る
は
東
南
院
方
。
当
流
に
は
而
か
ら
ず
。
2
8
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＊
「
三
條
錫
杖
」
の
「
清
」

『
文
明
記
』

羽
の
末
ソ
ル
。
折
り
目
に
カ
ナ
を
成
し
て
宮
に
折
り
上
っ
て
延
ぶ
。
さ
て
羽
を
短
く
ソ
ラ
し
て
突
き
離
し
て
又
羽
に
な
り
て
末

ソ
リ
て
宮
に
突
き
昇
っ
て
大
由
し
て
又
羽
へ
折
下
げ
し
て
余
よ
り
少
し
短
く
ソ
ラ
ず
し
て
商
に
突
き
上
げ
て
声
を
透
か
し
て
極

め
て
豎
し
て
ソ
ル
な
り
。
又
東
南
院
方
の
は
三
番
目
の
羽
の
末
を
ソ
ラ
し
て
重
ね
て
は
な
さ
ざ
る
な
り
。
2
9

＊
「
三
條
錫
杖
」
の
「
三
世
」

声
明
講
究
会　

真
鍋
師

所
謂
三
世
の
忘
れ
博
士
と
し
て
有
名
な
所
と
な
っ
て
お
る
も
の
で
あ
る
が
、
真
鍋
師
は
こ
れ
に
つ
い
て
三
と
世
と
の

間
に
暫
く
の
時
を
安
ず
る
伝
は
東
南
院
に
し
て
、
三
を
長
く
引
い
て
自
然
に
声
を
切
り
そ
し
て
世
を
出
す
が
覚
証
院

の
伝
で
あ
る
と
。
3
0

＊
「
三
條
錫
杖
」
の
「
三
世
」
の
段
の
「
錫
杖
」

『
文
明
記
』

商
商
の
間
切
り
放
っ
て
宮
に
下
が
る
。
カ
ナ
は
折
り
目
に
成
す
。
商
商
を
ソ
リ
重
ね
る
は
異
説
。
東
南
院
之
を
用
い
る
。
3
1
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＊
「
対
揚
」
の
「
証
誠
」

声
明
講
究
会　

真
鍋
師

三
密
の
末
の
角
の
末
を
タ
ツ
、
木
食
朝
意
師
の
口
に
は
な
い
と
。「
誠
」
の
ト
リ
ツ
キ
に
「
二
ッ
三
ッ
ヲ
ド
リ
ア
リ
」

と
は
葦
原
僧
正
の
伝
に
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
朝
意
上
人
の
伝
に
は
「
誠
」
の
宮
の
位
、
仮
名
に
合
う
て
後
商
の

位
に
リ
リ
メ
キ
の
声
あ
り
と
、或
い
は
今
オ
ド
リ
ア
リ
と
い
う
は
そ
の
リ
リ
メ
キ
の
声
と
相
伝
を
異
に
し
た
も
の
か
、

東
南
院
の
伝
に
は
商
を
ア
ゲ
ル
と
し
、
覚
証
院
に
は
ハ
ル
若
し
く
は
高
く
ハ
リ
出
す
。

＊
「
五
悔
」・「
九
方
便
」
の
「
常
住
三
宝
」

声
明
講
究
会　

松
帆
諦
円
師

松
橋
師「
常
」の
譜
に
打
付
ケ
と
あ
る
も
古
本
に
依
る
に
非
な
り
と
。「
礼
」の
イ
ロ
は
古
本
多
く
賓
由
と
な
っ
て
お
り
、

松
帆
師
は
「
常
」
の
打
付
は
東
南
院
の
伝
で
あ
っ
て
声
実
抄
に
よ
る
に
そ
の
有
無
用
不
意
楽
、
山
田
師
隆
然
師
の
伝

を
出
し
て
「
礼
」
と
「
常
」
と
は
ユ
ラ
ズ
、
相
応
院
に
は
「
常
」
の
イ
ロ
強
く
、
一
本
に
は
イ
ロ
あ
っ
て
打
付
ず
3
2

『
寛
保
魚
山
』

常
に
打
付
を
す
る
人
あ
り
、
非
な
り
3
3

＊
「
五
悔
」
の
「
願
我
」・「
離
於
」・「
眷
属
」

声
明
講
究
会　

真
鍋
師

ス
カ
ス
は
東
南
院
の
伝
に
し
て
、
覚
証
院
方
は
す
か
さ
ず
、
葦
原
僧
正
の
習
い
は
モ
ド
リ
を
心
持

ち
強
く
云
う
の
み
。
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＊
「
理
趣
経
」
の
「
善
哉
」

『
魚
山
鈔
略
解
』

初
め
の
善
哉
善
哉
の
句
に
就
い
て
初
め
の
哉
の
四
つ
目
の
角
を
ば
覚
証
院
に
は
切
ら
ざ
る
を
誤
り
と
な
す
と
文
へ
り
。
3
4

『
寛
保
魚
山
』

初
の
哉
の
四
つ
目
の
角
、
覚
証
院
に
は
切
ら
ざ
る
を
謬
り
と
せ
り
。
3
5

＊
「
四
智
梵
語
」
の
「
縛
」・「
心
略
梵
語
」
の
「
縛
」・「
不
動
梵
語
」
の
「
南
」

『
声
明
集
私
案
記
』

東
南
院
に
は
末
を
細
か
に
由
り
ソ
ラ
し
て
と
ど
む
る
。
覚
証
院
に
は
ソ
ラ
さ
ず
し
て
由
り
と
ど
む
。
多
分
覚

証
院
の
様
を
用
い
る
な
り
。
3
6

『
文
明
記
』

心
は
商
を
ユ
ラ
す
し
て
と
ど
む
る
は
東
南
院
な
り
。
又
覚
証
院
方
に
は
此
の
博
士
を
少
し
ソ
ル
と
い
え
ど
も

ソ
リ
は
き
や
さ
ず
只
少
し
延
ぶ
持
つ
な
り
。
3
7

＊
「
四
智
漢
語
」
の
「
埵
」

声
明
講
究
会　

松
帆
師

又
東
南
院
の
伝
に
は
ツ
キ
モ
ド
リ
と
も
あ
り
。
3
8
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＊
「
心
略
漢
語
」
の
「
一
切
」

『
寛
保
魚
山
』

末
の
徴
由
ら
ず
し
て
羽
へ
突
き
上
が
る
は
東
南
院
の
様
成
る
を
今
は
覚
証
院
の
流
に
之
を
用
い
る
。
3
9

以
上
、確
認
で
き
得
る
覚
証
院
様
と
東
南
院
様
の
両
様
に
お
け
る
口
決
を
挙
げ
た
。
こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、両
様
に
お
い
て
唱
え
る
声
明
の
曲
自
体
、

博
士
自
体
に
大
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
唱
え
方
や
声
の
出
し
方
と
い
う
細
部
に
お
い
て
の
違
い
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

加
え
て
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
挙
げ
た
「
心
略
漢
語
」
中
の
「
一
切
」
に
お
け
る
口
決
で
『
寛
保
魚
山
』
中
に
先
述
の
と
お
り

末
の
徴
由
ら
ず
し
て
羽
へ
突
き
上
が
る
は
東
南
院
の
様
成
る
を
今
は
覚
証
院
の
流
に
之
を
用
い
る
。

と
し
た
う
え
で
、

所
詮
宜
し
き
に
随
っ
て
両
流
の
曲
節
の
用
不
有
る
べ
き
か
。
4
0

と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
東
南
院
様
の
口
決
に
従
っ
て
今
は
覚
証
院
様
で
も
唱
え
て
い
る
が
、
所
詮
は
そ
の
唱
え
る
人
の
宜
し
き
に
任
せ
て
、

ど
ち
ら
で
も
良
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
先
に
は
剣
忠
以
降
、『
声
決
書
』
の
応
永
三
年
頃
ま
で
に
は
両
様
の
混
交
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
時
代
を
経
て
長
恵
以

来
魚
山
の
再
版
の
中
に
、『
寛
保
魚
山
』
に
至
っ
た
寛
保
三
年
時
点
に
は
、
そ
の
両
様
の
口
決
は
か
な
り
入
り
乱
れ
、
そ
の
唱
え
る
人
の
「
宜
し
き
に
随
っ

て
」
唱
え
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
南
山
進
流
の
系
譜
に
お
け
る
正
傍
に
つ
い
て

ま
ず
現
在
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
系
譜
を
考
察
す
る
に
、
宮
野
宥
智
師
の
相
伝
す
る
と
こ
ろ
の
「
声
明
業
血
脈
」
は
、『
声
明
類
聚
』
の
付
録
に
よ
れ

ば
大
日
如
来
よ
り
始
ま
り
、流
伝
し
て
大
進
上
人
宗
観
。以
降
は
紀
伊
上
人
観
験
―
三
宝
院
勝
心
―
憲
海
―
龍
剣
―
賢
任
―
覚
証
印
隆
然
と
相
承
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
真
恵
―
静
恵
―
宝
性
院
宥
快
―
宥
信
―
覚
証
院
隆
印
―
東
南
院
重
仙
―
快
助
、
そ
し
て
『
正
保
魚
山
』
を
示
し
た
二
階
堂
長
恵
と
続
く
。
ま
た

そ
の
後
は
、
勢
遍
―
朝
意
―
勢
朝
―
良
胤
―
朝
誉
―
融
伝
、
続
け
て
西
禅
院
栄
融
―
普
門
院
理
峯
―
普
門
院
廉
峯
―
如
意
輪
寺
弘
栄
―
了
々
斎
寂
如
―
、

そ
し
て
葦
原
寂
照
師
―
宮
野
師
と
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
吉
田
寛
如
師
所
伝
の
「
声
明
業
血
脈
」
を
見
る
に
大
日
如
来
よ
り
寂
照
師
ま
で
の
相
承
は
宮
野
師
所
伝
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
、
寂
照
師
の
後

が
関
口
慈
暁
師
・
釈
大
恵
師
（
一
八
六
五
～
一
九
四
一
）・
真
鍋
戒
善
師
に
分
か
れ
、
そ
の
内
の
釈
師
よ
り
岩
原
諦
信
師
―
吉
田
師
と
繋
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
中
川
善
教
師
所
伝
の
東
南
院
様
と
さ
れ
る
「
声
明
業
血
脈
」
も
大
日
如
来
よ
り
葦
原
寂
照
師
ま
で
の
相
承
は
全
く
同
じ
で
、
寂
照
師
の
後
に
桑

本
真
定
師
（
一
八
五
二
～
一
九
一
七
）
―
高
橋
隆
円
師
、
そ
し
て
中
川
師
と
相
伝
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
三
つ
の
印
信
血
脈
は
、と
も
に「
声
明
業
血
脈
」と
題
さ
れ
、大
日
如
来
以
降
の
相
承
は
一
致
し
て
お
り
、寂
照
師
よ
り
分
派
し
た
も
の
で
あ
っ

て
同
一
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
系
譜
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
若
干
の
違
い
を
見
せ
る
も
の
に
、先
の『
密
教
大
辞
典
』の
巻
末
に
ひ
く「
声
明
相
承
」が
あ
る
。こ
こ
に
は
先
の「
声

明
業
血
脈
」
の
流
れ
の
う
ち
憲
海
よ
り
隆
然
と
さ
れ
、
間
の
龍
剣
と
賢
任
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば

憲
海
入
滅
の
と
き
嫡
流
の
血
脈
を
般
若
房
一
人
に
之
を
相
伝
す
。
又
覚
証
院
隆
然
は
般
若
房
の
御
孫
弟
子
に
し
て
嫡
流
の
血
脈
明
鏡
な
る
の
み
に
あ

ら
ず
4
1

と
し
て
、
憲
海
の
正
嫡
を
般
若
房
（
龍
剣
）
と
し
、
更
に
は
、
隆
然
は
般
若
房
の
孫
弟
子
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
記
述
は
「
声
明
業
血
脈
」
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の
血
脈
の
系
譜
で
あ
る
、
憲
海
―
龍
剣
―
賢
任
―
隆
然
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
（
以
後
、『
析
負
輯
』）』
に
お
い
て
般
若
房
龍
剣
を
ひ
く
に
多
聞
院
の
貢
に

定
意　

般
若
院
の
元
祖
、
般
若
房
と
号
す
。
後
に
龍
剣
と
改
め
、
声
明
の
達
士
な
り
4
2

と
し
て
い
る
の
み
で
、
般
若
院
の
貢
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
賢
任
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
声
明
業
血
脈
」
と
「
声
明

相
承
」
に
お
け
る
血
脈
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
系
譜
を
見
れ
ば
、
ど
の
血
脈
に
お
い
て
も
覚
証
院
隆
然
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
南
院
様
と
い
い
な
が
ら
覚
証
院

様
の
血
脈
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、先
述
の
明
治
二
十
五
年
に
寂
照
師
の
校
訂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た『
明
治
魚
山
』の
序
に
お
い
て
仁
和
寺
門
跡
で
あ
っ
た
栄
厳
和
上（
一
八
一
四

～
一
八
九
九
）
は

寂
照
僧
正
声
業
に
お
い
て
夙
に
精
錬
し
て
其
の
蘊
奥
を
究
む
。
是
に
寛
保
中
再
校
魚
山
の
梓
板
寖
く
将
に
磨
滅
す
。
旧
本
を
取
捨
し
之
を
脚
注
す
。

正
傍
二
伝
諸
家
の
秘
訣
を
係
る
。
冠
註
諸
梓
を
鋟
む
。
以
て
後
学
の
嘉
恵
な
り
。
4
3

と
し
て
、
こ
の
『
明
治
魚
山
』
を
発
刊
す
る
に
、
寂
照
師
の
旧
本
の
校
合
に
よ
り
正
傍
二
伝
の
秘
訣
を
書
き
記
し
た
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
寂
照
師
も

序
に
お
い
て

集
の
中
並
び
に
注
、
正
傍
二
伝
、
初
学
能
く
之
を
取
捨
し
て
苦
を
無
に
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
因
っ
て
今
傍
を
除
き
正
を
取
っ
て
注
す
。
4
4

と
し
て
い
る
。
こ
の
「
序
」
に
示
さ
れ
る
正
傍
二
伝
と
は
覚
証
院
と
東
南
院
の
両
様
で
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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こ
こ
で『
声
決
書
』な
ど
に
お
い
て
は
、剣
忠
以
降
の
東
南
院
様
は「
非
節
」と
し
て
、相
伝
さ
れ
る
も
の
の
南
山
進
流
の
主
流
は
覚
証
院
様
に
移
っ
た
と
し
、

い
わ
ば
覚
証
院
様
を
し
て
南
山
進
流
の
本
流
と
し
、
東
南
院
様
を
も
っ
て
傍
流
と
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
剣
忠
を

経
て
慈
鏡
の
頃
、『
声
決
書
』
が
書
か
れ
る
応
永
三
年
頃
ま
で
に
は
既
に
、
東
南
院
様
も
覚
証
院
様
も
法
流
に
多
少
の
混
交
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
、
と
い
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
寛
保
魚
山
』
の
「
校
正
魚
山
蠆
芥
集
序
」
に
お
い
て
成
蓮
院
真
源
は

進
流
の
墨
譜
古
今
同
じ
か
ら
ず
。
ま
た
分
か
ち
て
東
南
覚
証
の
二
家
と
な
す
。
そ
の
覚
証
院
の
流
に
て
五
音
の
譜
を
点
ず
る
も
の
に
正
保
・
慶
安
の

二
刻
あ
り
。
並
び
に
皆
長
恵
の
集
録
す
る
と
こ
ろ
と
同
本
で
あ
る
。・
・
・（
略
）・
・
・
こ
の
故
に
今
長
恵
の
真
蹟
並
び
に
相
承
の
古
記
に
よ
り
再
び

正
保
の
印
本
を
校
し
て
も
っ
て
世
に
行
う
。
4
5

と
し
て
、『
正
保
魚
山
』
は
覚
証
院
様
に
よ
っ
て
博
士
が
付
け
ら
れ
た
と
し
、
そ
の
上
で
『
寛
保
魚
山
』
は
『
正
保
魚
山
』
を
台
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
『
寛
保
魚
山
』
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
慈
鏡
が
「
当
院
家
の
声
明
本
よ
り
余
流
に
替
れ
り
。」
と
し
て

南
山
進
流
の
主
流
が
覚
証
院
様
と
な
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
は
普
門
院
廉
峯
（
一
七
一
八
～
一
七
七
二
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
進
流
秘
書
」
に
よ
れ
ば
、

爾
に
当
山
は
覚
証
院
の
流
を
専
ら
に
す
る
が
故
な
り
。
4
6

と
し
て
い
る
と
お
り
、
廉
峯
は
明
ら
か
に
覚
証
院
様
を
も
っ
て
正
流
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
廉
峯
は
そ
の
血
脈
に
つ
い
て
問
わ
れ

即
ち
心
王
院
憲
海
の
下
に
上
足
六
人
あ
り
。
爾
に
血
脈
を
般
若
房
一
人
付
属
す
と
云
々
。
覚
証
院
隆
然
は
般
若
房
の
孫
弟
子
と
云
え
り
。
明
鏡
な
り
。

心
王
院
憲
海
は
中
川
大
進
上
人
よ
り
四
代
目
の
嫡
孫
な
り
。
4
7
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と
し
て
、大
進
上
人
の
四
代
目
の
嫡
孫
で
あ
る
憲
海
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
隆
然
か
ら
連
な
る
覚
証
院
様
の
血
脈
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。当
然
自
ら
も
、

本
流
た
る
覚
証
院
様
に
属
し
て
い
る
と
の
主
張
で
あ
る
。

さ
ら
に
廉
峯
よ
り
相
承
さ
れ
る
如
意
輪
寺
弘
栄
（
一
七
四
四
～
一
八
三
〇
）
も
、
声
明
講
究
会
の
記
録
に
お
い
て
「
覚
証
院
方
弘
栄
前
官
」
と
の
記
述

さ
れ
て
い
る
と
お
り
覚
証
院
様
の
相
承
者
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
剣
忠
以
降
、
少
な
く
と
も
応
永
三
年
頃
ま
で
に
は
、
南
山
進
流
の
本
流
は
覚
証
院
様
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
歴
代
の
魚
山
が
著
さ
れ

て
い
っ
た
。
加
え
て
、
先
の
血
脈
か
ら
そ
の
相
承
を
考
え
る
に
、
廉
峯
が
主
張
す
る
と
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
覚
証
院
様
の
血
脈
で
あ
る
と
い
え
る
。

で
は
東
南
院
様
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
る
東
南
院
寛
光
（
一
七
三
六
～
一
八
二
三
）
に
つ
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。『
析
負
輯
』
に
よ
れ
ば
寛
光
は
讃
岐

多
度
の
生
ま
れ
で
幼
く
し
て
出
家
、
高
野
山
に
登
っ
て
は
廉
峯
に
師
事
し
て
声
明
業
の
励
ん
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
器
量
は
群
を
抜
き
出
で
、
廉
峯
も
そ
れ

を
認
め
て
終
に
は
印
可
を
授
け
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、金
剛
三
昧
院
の
妙
住
上
綱
（
？
～
一
七
九
九
）
の
遷
化
に
伴
い
、そ
の
遺
命
に
従
っ

て
東
南
院
に
晋
山
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
析
負
輯
』
に
よ
れ
ば

以
て
の
故
に
下
風
に
向
か
う
受
業
者
常
に
満
戸
の
外
を
覆
う
。
爾
る
よ
り
以
来
遐
邇
に
梵
唄
を
授
く
に
三
千
余
人
。・
・
・（
略
）・
・
・
蓋
し
本
山
中

古
の
梵
韻
東
南
覚
証
二
家
の
其
の
魁
首
と
為
す
。
4
8

と
し
て
、
寛
光
の
も
と
に
は
常
に
そ
の
教
え
を
乞
う
弟
子
が
集
ま
り
、
外
の
門
に
溢
れ
る
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
梵
唄
声
明
を
授
け
た
弟
子

は
三
千
人
余
り
で
あ
る
と
い
い
、
東
南
院
様
と
覚
証
院
様
の
両
様
に
通
じ
る
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

続
け
て
『
析
負
輯
』
に
は

進
流
の
清
規
を
振
起
す
と
謂
う
べ
し
。
克
つ
東
南
の
旧
緒
を
継
ぐ
。
4
9
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と
し
て
、
寛
光
が
南
山
進
流
を
大
い
に
振
い
起
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
克
つ
東
南
の
旧
緒
を
継
ぐ
」
に
つ
い
て
、
大
山
師
な
ど
は
「
而
も

清
規
は
東
南
の
旧
緒
を
継
い
だ
の
で
あ
る
」
と
し
て
東
南
院
様
を
継
い
だ
か
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
先
の
文
だ
け
で
は
東
南
院
に
お
い
て
進
流

の
清
規
を
継
い
だ
の
か
、
そ
れ
と
も
東
南
院
様
を
継
い
だ
の
か
は
判
明
し
づ
ら
い
。

そ
も
そ
も
寛
光
は
先
の
理
峯
、
廉
峯
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
の
廉
峯
が
血
脈
上
覚
証
院
様
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
も
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
理
峯
が
記

し
て
廉
峯
、
寛
光
と
相
承
加
筆
し
た
と
さ
れ
る
『
魚
山
私
鈔
略
解
』
に
お
い
て
、
理
趣
経
中
曲
の
博
士
を
解
説
す
る
中
で
寛
光
は

初
め
の
哉
の
四
つ
目
の
角
を
ば
覚
証
院
口
説
に
は
切
ら
ざ
る
を
誤
り
と
す
と
文
へ
り
。
而
る
に
今
時
間
（
マ
マ
）
切
ら
ず
し
て
之
を
唱
ふ
る
人
之
れ

有
り
。
宜
し
く
改
む
べ
し
。
5
0

と
し
て
、
覚
証
院
様
の
口
決
に
従
っ
て
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
理
峯
、
廉
峯
、
そ
し
て
寛
光
と
、
や
は
り
覚
証
院
様
を
も
っ
て
南
山

進
流
の
本
流
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
寛
光
は
同
書
に
お
い
て
弘
栄
と
共
に
同
伴
し
て
舞
楽
声
明
の
指
南
を
し
た
こ
と
や
、
共
に
理
趣
三
昧
の
法
則
を
編
ん
だ
こ
と
を
書
き
記
し
、
更

に
は
弘
栄
を
し
て
「
彼
の
上
綱
と
久
し
く
声
明
断
琴
の
友
な
り
」
と
し
て
、
声
明
を
通
し
て
深
く
心
を
通
じ
た
友
と
し
、
そ
の
親
し
い
交
流
が
窺
わ
れ
る
。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
弘
栄
は
覚
証
院
様
の
声
明
を
相
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
事
由
か
ら
、
や
は
り
寛
光
も
覚
証
院
様
を
も
っ
て
南
山
進
流
の
本
流
と
し
、
自
ら
も
そ
れ
に
属
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
寛
光
を
し
て
東
南
院
様
を
継
承
し
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
寛
光
自
身
の
東
南
院
様
の
理
解
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ

れ
は
寛
光
自
ら
が
『
魚
山
私
鈔
略
解
』「
博
士
口
決
」
に
お
い
て
、
東
南
院
の
先
師
で
あ
る
重
仙
の
口
決
書
を
「
此
の
道
の
肝
要
な
り
」
と
し
『
魚
山
蠆
芥

集
』
を
編
ん
だ
長
恵
に
つ
い
て
、

自
ら
此
の
魚
山
九
方
便
の
中
、
唯
願
普
与
於
十
方
界
の
下
に
お
い
て
委
く
之
を
記
す
。
而
し
て
又
重
仙
は
如
意
輪
寺
快
助
を
以
て
資
と
す
。
彼
の
師

能
く
重
仙
の
意
を
伝
ふ
る
こ
と
具
に
声
明
系
譜
等
の
中
に
示
す
が
如
し
。
5
1
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と
し
て
い
る
。つ
ま
り
長
恵
が
自
ら
の
師
で
あ
る
如
意
輪
寺
快
助（
生
没
不
明
）は
東
南
院
重
仙（
生
没
不
明
）の
弟
子
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
、と
し
て
い
る
。

『
寛
保
魚
山
』
の
当
該
部
分
を
見
れ
ば

快
助
覚
○
既
に
重
仙
法
印
の
附
法
と
す
。
5
2

と
し
て
あ
る
。
更
に
寛
光
は

当
時
如
意
寺
主
弘
栄
大
和
上
、
定
め
て
快
助
の
風
を
続
が
ん
。
5
3

と
し
て
、
弘
栄
も
ま
た
如
意
輪
寺
の
先
師
で
あ
る
快
助
の
唱
え
様
を
受
け
継
ご
う
と
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、

凡
そ
当
山
声
明
の
達
人
数
多
と
雖
も
而
も
隆
然
重
仙
の
右
に
出
る
者
有
る
こ
と
無
し
。
是
を
以
て
此
の
魚
山
故
成
蓮
の
主
真
源
の
序
に
東
南
覚
証
両

家
と
云
う
。
以
て
思
う
べ
し
。
5
4

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
寛
光
は
、
南
山
進
流
に
お
け
る
声
明
の
達
人
と
し
て
覚
証
院
の
隆
然
と
東
南
院
の
重
仙
を
出
し
、
そ
の
流
を
そ
れ
ぞ
れ
覚
証
院
様

と
東
南
院
様
の
流
れ
と
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
寛
光
の
い
う
東
南
院
様
と
は
、
剣
海
や
剣
忠
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
東
南
院
様

と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
師
事
し
た
理
峯
や
廉
峯
、
そ
し
て
弘
栄
と
の
交
流
や
相
承
の
中
で
、
覚
証
院
様
の
相
承
を
正
当
な
る
本
義
と
し
て

相
承
し
つ
つ
、
そ
の
中
に
お
い
て
自
ら
も
住
す
る
所
の
東
南
院
の
先
師
重
仙
よ
り
の
相
承
を
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
、
新
東
南
院
様
と
も
い
う
べ
き
理

解
で
あ
る
。

因
み
に
寛
光
は
、
そ
れ
ま
で
墨
譜
の
み
で
記
し
て
い
た
博
士
に
、
仮
博
士
5
5
（
目
安
博
士
）
を
加
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
声
明
に

お
い
て
は
、
経
文
の
文
字
の
横
に
示
さ
れ
た
黒
い
線
で
あ
る
墨
譜
の
位
置
や
方
向
に
よ
っ
て
声
の
高
低
が
示
さ
れ
、
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
五
音
が
、
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一
重
よ
り
二
重
・
三
重
と
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
さ
れ
、
時
計
回
り
に
高
音
を
示
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
5
6
。
現
在
よ
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
の
、
寛
光
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
と
い
う
仮
博
士
（
目
安
博
士
）
は
、
文
字
ど
お
り
あ
く
ま
で
も
墨
譜
の
本
博
士
の
目
安
と
な
る
符
号
で
あ
る
。

寂
照
師
に
よ
っ
て
『
明
治
魚
山
』
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
南
山
進
流　

魚
山
仮
譜
』
の
序
に
よ
れ
ば

斯
の
原
本
は
東
南
院
寛
光
の
所
製
な
り
。
而
し
て
吾
が
師
了
々
斎
仮
に
用
い
る
所
な
り
。
然
る
に
如
意
輪
寺
弘
栄
の
所
伝
と
、
往
々
無
差
異
に
し
て

且
つ
尽
き
ざ
る
所
有
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
5
7

と
し
て
、
こ
の
本
は
寛
光
が
製
作
し
た
目
安
博
士
集
を
原
本
と
し
、
且
つ
そ
れ
は
弘
栄
の
資
で
あ
り
寂
照
の
師
で
あ
る
了
々
斎
寂
如
（
生
没
不
明
）
が
仮

に
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
弘
栄
の
所
伝
の
も
の
と
差
異
の
無
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
寂
如
が
「
仮
に
」
用
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
寛
光
の
仮
博
士
に
関
し
て
岩
原
師
は
『
声
明
の
研
究
』
に
お
い
て

殊
に
声
明
の
堕
落
を
具
体
的
に
今
日
に
物
語
っ
て
居
る
も
の
は
東
南
院
寛
光
師
の
「
仮
博
士
」
の
出
現
で
あ
る
。
師
は
天
明
三
年
（
皇
紀
二
四
四
三
）

に
仮
譜
を
書
い
て
居
ら
れ
る
が
。
師
の
考
え
で
は
初
心
者
の
為
に
口
唱
の
通
り
を
目
で
見
せ
た
ら
、
と
云
う
婆
心
か
ら
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
勿
論

初
心
者
の
為
に
は
結
構
な
企
で
あ
り
且
つ
又
声
の
動
き
方
を
後
世
へ
残
す
と
云
う
点
に
は
多
少
の
効
果
は
あ
る
が
少
な
く
と
も
従
来
仮
譜
な
し
に
相

承
し
て
来
た
も
の
を
、
仮
譜
を
借
ら
ね
ば
唱
え
得
な
い
と
云
う
こ
と
は
確
か
に
堕
落
で
あ
る
。
之
れ
を
音
符
其
の
物
か
ら
見
て
も
、
音
の
性
質
其
の

物
を
表
現
す
る
方
へ
変
化
し
た
と
す
れ
ば
進
歩
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
音
の
性
質
の
一
部
を
表
現
し
て
居
る
墨
譜
に
代
う
る
に
、
全
く
に
抑
揚
記
号
を

以
て
し
た
こ
と
は
時
代
錯
誤
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
之
を
要
求
し
た
時
代
の
罪
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
5
8

と
し
て
、
寛
光
の
仮
博
士
は
声
明
の
堕
落
の
表
れ
で
あ
る
と
厳
し
く
評
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
仮
博
士
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
代
の
罪

で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
寛
光
は
初
心
者
の
為
に
仮
博
士
を
製
作
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
初
心
者
の
為
に
と
い
う
の
は
、
先
の
寂
照
師
が
『
南
山

進
流　

魚
山
仮
譜
』
の
序
に
お
い
て
も
「
初
学
に
便
を
以
て
」
と
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、
声
明
の
研
鑽
に
お
い
て
は



69　南山進流の系譜における覚証院様と東南院様の正傍について（渕田）

必
ず
本
来
の
博
士
、
墨
譜
を
見
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
目
安
は
目
安
に
過
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
寂
如
が
仮
博
士
を
「
仮
に
」
し

か
用
い
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
簡
易
な
る
仮
博
士
は
一
気
に
広
ま
り
、
そ
れ
ま
で
師
資
相
承
、
口
か
ら
口
、
耳
か
ら
耳
へ
と
伝
え
ら
れ
た
声
明
が
、
あ
る
意
味
各
々
の
理
解

の
具
合
に
よ
っ
て
様
々
な
方
向
へ
と
変
化
を
し
て
い
く
と
い
う
事
態
を
招
く
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
岩
原
師
は
続
け
て

吾
師
僧
正
の
口
伝
に
依
れ
ば
寛
光
以
前
と
寛
光
と
は
声
明
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
此
の
辺
に
は
未
だ
研
究
の
余
地
が
充
分

に
存
在
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
5
9

と
し
て
い
る
。
岩
原
師
の
指
摘
す
る
寛
光
以
前
と
寛
光
の
違
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
声
明
講
究
会
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
、
同
門
と
し
て
理
峯
、
廉
峯
よ
り
相
承
し
た
は
ず
の
弘
栄
と
寛
光
の
唱
え
る
博
士
が
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
相
違
点
が
岩
原
師
の
指
摘
と
繋
が

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
つ
つ
、
私
見
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
寛
光
の
掲
げ
る
東
南
院
様
、
つ
ま
り
重
仙
所
伝
の
新
東
南
院
様

の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
先
の
と
お
り
仮
博
士
に
よ
る
表
記
か
ら
生
じ
た
後
学
の
誤
解
や
誤
っ
た
流
伝
も
混

入
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
慎
重
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

結
、
現
行
の
南
山
進
流
血
脈
の
扱
い
に
つ
い
て

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
に
、
中
川
善
教
師
に
よ
っ
て
東
南
院
様
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
現
行
の
南
山
進
流
に
お
け
る
血
脈
を
如

何
に
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
の
と
お
り
、
現
行
の
南
山
進
流
の
血
脈
は
覚
証
院
様
の
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
血
脈
自
体
に
は
「
声

明
業
血
脈
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
覚
証
院
様
と
か
東
南
院
様
に
固
執
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
両
様
自
体
、
唱
え
る

声
明
の
曲
や
博
士
に
大
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
唱
え
方
や
声
の
出
し
方
の
細
部
に
お
い
て
の
違
い
で
あ
る
。
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加
え
て
、そ
の
両
様
は
剣
忠
の
「
非
節
」
を
経
て
慈
鏡
の
『
声
決
書
』
が
書
か
れ
る
応
永
三
年
頃
ま
で
に
は
既
に
法
流
に
多
少
の
混
交
を
き
た
し
て
い
た
。

事
実
現
行
の
血
脈
に
お
い
て
も
覚
証
院
の
隆
然
に
は
じ
ま
り
重
弘
・
隆
印
（
生
没
不
明
）、
東
南
院
の
重
仙
と
い
う
両
院
に
お
け
る
先
師
が
名
前
を
連
ね
て

い
る
。
た
だ
し
既
に
そ
の
時
点
で
東
南
院
様
は
剣
海
相
伝
の
も
の
と
は
姿
を
変
え
、
剣
忠
に
よ
る
東
南
院
様
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
、
寛
保
三
年
の
『
寛
保
魚
山
』
の
発
行
頃
に
は
、
そ
の
両
様
の
口
決
は
か
な
り
入
り
乱
れ
、
唱
え
る
人
の
「
宜
し
き
に
随
っ
て
」
両
様
の
曲
節
を
唱

え
る
を
良
し
と
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
南
山
進
流
は
覚
証
院
様
を
正
当
な
る
本
流
と
し
な
が
ら
、
併
せ
て
傍
ら
に
東
南
院
様
を
相
承
し
て
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
現
行
の
血
脈
を
み
る
と
き
、
両
様
を
兼
ね
併
せ
た
「
南
山
進
流　

声
明
業
」
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
寛
光
の
仮
博
士
に
よ
る
開
示
に
伴
い
、
声
明
の
相
伝
は
理
解
し
易
く
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
師
に
従
う
こ
と
な
く
誤
解
を
も
生
じ
易
く
、
さ
ら
に

は
そ
れ
が
独
り
歩
き
し
て
し
ま
う
こ
と
も
さ
え
も
危
惧
さ
れ
る
に
至
っ
た
。「
宜
し
き
に
随
っ
て
」
と
い
う
の
は
勝
手
に
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
と
師
に
従
っ
て
の
研
鑽
が
必
須
で
あ
る
。

た
だ
し
今
後
の
研
鑽
に
お
い
て
、
寛
光
の
い
わ
ゆ
る
新
東
南
院
様
の
扱
い
に
つ
い
て
は
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

1	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
五
百
九
十
五
頁
）

2	

藤
原
栄
善
著
「
南
山
進
流
声
明
物
語　

そ
の
二
」（
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
、
高
野
山
出
版
社　

発
行　
『
高
野
山
時
報
』
百
五
十
頁
）

3	

岩
原
諦
信
著
『
南
山
進
流　

声
明
の
研
究
』（
昭
和
七
年
六
月
六
日
、
山
城
屋
文
政
堂
藤
井
佐
兵
衛　

発
行
）
二
十
三
頁

4	

『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
五
七
頁
）、『
続
真
言
宗
全
書
』（
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
五
日
、
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会　

発
行
）

5	

観
験
上
人
、『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
十
に
は
観
剣
と
あ
り
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
五
巻
五
百
八
十
九
頁
下
）

6	

『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
五
十
八
頁
）

7	

了
栄
房
剣
忠
、『
析
負
輯
』
三
に
は
龍
栄
房
と
あ
り
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
四
巻
百
八
十
二
頁
下
）。
師
で
あ
る
剣
海
は
龍
信
房
で
あ
り
、
剣
忠
の
次
の
住
職
で

あ
る
剣
空
は
龍
恵
房
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
剣
忠
も
龍
栄
房
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
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8	
『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
五
十
九
頁
下
）

9	
『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
五
十
九
頁
下
）

1
0	

『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
六
十
頁
上
）

1
1	

「
声
明
相
承
」（
法
蔵
館
『
密
教
大
辞
典
』
六
巻
二
十
七
頁
）、『
密
教
大
辞
典
』（
昭
和
六
年
九
月
三
十
日
、
法
蔵
館　

発
行
）

1
2	

『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
五
十
七
頁
上
）

1
3	

『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
第
六
「
右
将
軍
良
納
言
為
開
符
儀
同
三
司
左
僕
射
設
大
祥
斎
願
文
」（『
定
本　

弘
法
大
師
全
集
』
第
八
巻
九
十
九
頁
）、『
定
本　

弘
法
大
師

全
集
』（
平
成
八
年
九
月
二
十
一
日
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所　

発
行
）

1
4	

『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
』（
明
治
二
十
五
年
五
月
十
日
、
経
師
木
村
留
松　

発
行
）

1
5	

岩
原
諦
信
著
『
南
山
進
流　

声
明
の
研
究
』・
大
山
公
淳
『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
四
巻
「
仏
教
音
楽
と
声
明
」、『
大
山
公
淳
著
作
集
』（
昭
和
五
十
三
年
四
月
十
五
日
、

ピ
タ
カ　

発
行
）

1
6	

『
南
山
進
流　

声
明
類
聚　

付
伽
陀
』（
昭
和
五
年
九
月
二
十
五
日
、
松
本
日
進
堂　

発
行
）

1
7	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
三
十
七
頁
）

1
8	

『
声
明
私
案
記
』
上
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
八
十
九
頁
）

1
9	

『
魚
山
私
鈔
略
解
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
三
十
一
頁
）

2
0	

『
声
明
聞
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
七
頁
）

2
1	

『
声
明
聞
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
十
七
頁
上
）

2
2	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
六
百
七
頁
）

2
3	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
六
百
三
頁
）

2
4	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
四
十
四
頁
上
）

2
5	

『
声
明
私
案
記
』
上
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
九
十
四
頁
下
）

2
6	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
四
十
五
頁
下
）

2
7	

『
声
明
私
案
記
』
上
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
九
十
五
頁
上
）

2
8	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
四
十
六
頁
上
）

2
9	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
四
十
六
頁
下
）

3
0	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
六
百
八
頁
）

3
1	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
四
十
七
頁
上
）
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3
2	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
六
百
十
六
頁
）

3
3	
『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
中
一
牒

3
4	
『
魚
山
鈔
略
解
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
四
十
三
頁
上
）

3
5	

『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
中
五
十
六
牒

3
6	

『
声
明
私
案
記
』
上
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
十
一
頁
上
）

3
7	

『
文
明
記
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
五
十
六
頁
下
）

3
8	

「
声
明
講
究
会
の
記
」（『
大
山
公
淳
著
作
集
』
第
七
巻
六
百
二
十
三
頁
）

3
9	

『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
下
五
牒
表

4
0	

『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
下
五
牒
表

4
1	

『
声
明
声
決
書
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
五
九
八
頁
下
）

4
2	

『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
一
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
四
巻
五
十
三
頁
）

4
3	

『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
序
三
表

4
4	

『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
』
魚
序
四
表

4
5	

『
南
山
進
流
寛
保
再
版　

魚
山
蠆
芥
集
』「
校
正
魚
山
蠆
芥
集
序
」・『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
』「
序
」

4
6	

『
声
明
聞
書
』「
進
流
秘
書
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
二
十
頁
上
）

4
7	

『
声
明
聞
書
』「
進
流
秘
書
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
二
百
二
十
頁
下
）

4
8	

『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
三
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
四
巻
百
八
十
四
頁
下
）

4
9	

『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
三
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
四
巻
百
八
十
四
頁
下
）

5
0	

『
魚
山
私
鈔
略
解
』
上
本
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
四
十
三
頁
上
）

5
1	

『
魚
山
私
鈔
略
解
』
下
本
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
七
十
五
頁
下
）

5
2	

『
南
山
進
流
明
治
改
正　

魚
山
蠆
芥
集
』
二
十
三
牒
表
、
別
本
に
は
「
快
助
学
頭
」
と
の
訂
正
あ
り

5
3	

『
魚
山
私
鈔
略
解
』
下
本
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
七
十
五
頁
下
）

5
4	

『
魚
山
私
鈔
略
解
』
下
本
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
巻
百
七
十
五
頁
下
）
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5
5	
本
博
士
（
墨
譜
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仮
博
士

5
6	

　
　
　

 

5
7	

『
南
山
進
流　

魚
山
集
仮
譜
』（
明
治
二
十
四
年
八
月
一
日
、
太
融
寺　

出
版
）

5
8	

岩
原
諦
信
著
『
南
山
進
流　

声
明
の
研
究
』
二
十
頁

5
9	

岩
原
諦
信
著
『
南
山
進
流　

声
明
の
研
究
』
二
十
一
頁
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